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できる（D. Bonhöffer, Letters and Papers from 
Prison（London: SCM Press, 1981）, 127～
130）。内村はこの十字架のイエス・キリスト
により縋り，キリストの無抵抗に倣って苦難と
悲哀を引き受けて，耐え，神への祈りとキリス
トの加護をもって歩もうとした。その内村の信
仰姿勢を，藤井は以下のように告げる。彼は内
村の無抵抗をイザヤ書50・6「打とうとする者
には背中をまかせ，ひげを抜こうとする者には
頬をまかせた。顔を隠さずに，嘲りと唾を受け
た」をもって表したのちに，次のように語っ
た。「先生［内村］に一つの見えざる世界があ
つたからでありました。ひたすらの或る者に縋
りついて，その声を聴くところの世界があつた
からでありました。イエス・キリストは朝ごと
に先生を醒ましその耳をさまして，教えを受く
る者のやうに聞くことを得させたまうたので
あります」（『藤井武全集』第10巻岩波書店，
1972年，166頁）と。
　無抵抗の内村が「縋りつくイエス・キリス
ト」に「朝ごとに」心身すべてを醒まされてい
たように，ひたすら沈黙する巌本もまた天上に
あるイエス・キリスト，先に天へと召されて行っ
た人々と対話し，慰められ，生きる力を与えら
れていたようだ。「撫象座談」で，「其後［賤子
死後］私は妻を貰ひません。妻の霊とかうして
賑やかに暮してをります」（19頁）と告げてい
る。
　藤村のルサンチマン的な巌本攻撃，屈折した
「劣者」が憧憬の存在を貶める表現方法は巌本
の無抵抗な沈黙のもとで成果をもたらさず，た
だ，「浮説」だけが水面下で広がってゆくだけ
であった。そしてこうしたルサンチマン的な巌
本攻撃は間欠泉のように明治女学校卒業生から
も現れることがあった。
二　羽仁もと子・相馬黒光の「巌本善治像」
　羽仁（松岡）もと子（1873年～ 1957年）は
明治・大正・昭和の日本社会で活躍した明治女
学校の卒業生であった。このもと子は巌本善治
の「道統」に連なる存在であり，善治の言論活
動（「女学雑誌」），教育活動（「明治女学校」）
をモデルとし，彼の実践，思想をヒントとして
「婦人之友」（1908年）を創刊し，「自由学園」
（1921年）を開設した。巌本はもと子にとって
「憧れの人」であった。彼女は巌本の人生の後
を追い，彼の思想・実践活動を乗り越えて，そ
れらを発展させようとの意気込みを持ち続けて
いた。そしてその憧憬は東京府立第一高等女学
校卒業（1891年）後に生まれ，保たれていた。
　もと子の出身地は青森県八戸であった。彼女
は上京して同校で学び，卒業後もなお継続して
学習する意志を固め，自活して学べる学校を探
していた。そして彼女はその条件を満たし，願
いをかなえてくれる可能性のある人物を見出し
た。それは「女性の自立・自活」を支援する巌
本，そして彼が関わる明治女学校 3）であった。
彼女は巌本に手紙を書き，勉学したい旨を告げ
た。彼はその懇願を聞き入れ，明治女学校入学
とその寄宿舎に入ることを許した。それととも
に，一定の給与のでる仕事（「女学雑誌」の校
正，巌本たちの使いなど）を用意し，授業料を
免除し，そして寄宿費などはそれで賄えるよう
にと配慮した（『羽仁もと子著作集―半生を語
る―』第十四巻婦人之友社，1969年，51頁）。
彼女はそうした巌本の恩情を踏まえて，1928
年に刊行された『半生を語る』（婦人之友社）
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で語る。
　明治女学校と巌本先生は私の恩人また
恩のある学校である。また私の生涯に劃
時代的な進歩を促してくれた学校である。
また私はその短かった全盛時代に，そこ
に置かれたということも感謝すべきこと
である。私は今もすでに滅び去った明治
女学校を忘れることが出来ずにいる。あ
の爛漫たる才華のなかに，理もあり情も
ありながら，生ける信仰を欠いていた。
その聡明さはキリスト教思想を解してい
ても，本気に神に仕えようとはしていな
かったであろう。そのために美しい学校
がとうとう魔の国へさらわれて行ってし
まった。（『羽仁もと子著作集』第十四巻，
61頁）
　彼女は素直に明治女学校と巌本に対し「恩の
ある学校」「恩人」と述べている。じじつ，彼
女は寄宿舎生活でこれまで体験したことのない
規則正しい，合理的な生活の素晴らしさを知ら
され，巌本の使いで「名士」を訪問したり，「女
学雑誌」などを校正する実務から新鮮な喜びを
味わわされたりした。また，巌本が理性的な思
慮と強靭な意志をもって，教育活動，言論活動
を展開してゆく行実から多くの知恵・示唆を与
えられた（同書，52頁～59頁）。彼女は「聡明」
で，「理もあり情も」ある教育環境で育ったの
である。しかし，この巌本の思想・実践と明治
女学校での学び・実務・寄宿舎生活を栄養とし
て成長，発達してきた彼女は明治女学校校長を
辞職した以降，沈黙を続ける巌本に対し，彼は
「本気に神に仕えようとはしていなかった」と，
巌本の信仰生活を非難した。また，明治女学校
は巌本の「女性問題」が起因して「魔の国へさ
らわれ」，同校を廃校（1909年）へと追いやっ
たと，その責任を問うている。
　婦人ジャーナリストの草分け，大正自由教育
の推進者として賞賛される彼女（相馬黒光著『黙
移』，105頁）は1928年の『半生を語る』で，
沈黙を守り，教育界・言論界と関わりをもたな
い彼を侮蔑するのである。弟子は師を越えたと
錯覚したのだろうか。師が再び如上の世界で活
躍することを願い，求めたのだろうか。巌本へ
の「憧れ」「恩義」は屈折し，「憐れみ」をも含
ませている。しかし，『半生を語る』は「師よ
り優位に立つ」もと子の「倣岸な」姿を一貫し
て綴っていない。「弟子」の巌本への憧れは見え，
隠れする。
　その「見え，隠れ」は彼女が同書に書いた東
京府立第一高等女学校卒業後の進路についての
文章からも窺われる。「そこ［明治女学校］には，
女学校の卒業者も入る三年の高等科がある。私
は間もなく女高師のことを忘れてしまって，た
だどうかして明治女学校の高等科にと思った。
（中略）明治女学校に入学してから，第二回目
の夏休みになって私は国に帰った。（中略）ど
ういう事情がそのまま私を郷里に引きとめたの
か，どんなに考えても思い出せない。とにかく
私は間もなく小学校の教師になった」（『羽仁も
と子著作集』第十四巻，50頁～ 51頁，59頁～
60頁）。
　この文章が後のもと子「年譜」に間違いを生
じさせていったのである。彼女の「年譜」を丁
寧に作成した『全国友の会創立60周年記念』（婦
人之友社，1990年，44頁）や『永遠の教育者
羽仁もと子』（八戸市立図書館，1976年，115頁）
もまた東京府立第一高等女学校卒業後の1891
年に明治女学校高等科に入学したと記してい
る。そして1892年に八戸へ帰省し，八戸尋常
小学校の訓導（1893年1月）に就任したと記
述している。
　けれども，巌本の「女学雑誌」はもと子が
沈黙する巌本善治
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1892年7月19日に明治女学校速記を卒業した
ことを報じている。同校の教育の根幹は普通科，
高等科であるが，1890年ごろより，つぎつぎ
とこれら以外の新設学科（速記科，師範科，職
業科，主計科，武道科など），つまり，「新聞
社，小学校，会社，銀行，商店」などで勤務す
る「職業婦人」を養成するコースが現われだし，
もと子はその一つである「速記」を卒業した
のだろう（「女学雑誌」第323号乙の巻女学雑
誌社，1892年，24頁～ 25頁。「女学雑誌」第
208号女学雑誌社，1890年広告欄。「女学雑誌」
第249号女学雑誌社，1891年，広告欄）。そし
て「女学雑誌」第324号乙の巻（女学雑誌社，
1892年8月6日発行）は「松岡もと子斉藤ふゆ
子の二氏は新に高等科に編入せられし」と伝え，
もと子が1892年7月の卒業後，高等科へ入学
することを許可されたと報じている（24頁）。
　しかし，もと子は仙台出身の斉藤ふゆ子（相
馬黒光著『黙移』，75頁～ 83頁）と一緒に高
等科進学が認められたのだが，『半生を語る』
が記すように，1892年の夏に八戸へ戻り，明
治女学校へ戻らなかった。それ故，彼女にとっ
て，この高等科での学習が果たされなかったこ
とは無念であり，いつまでも悔いは残りつづ
け，余人にこのことを語りたくなかったのだろ
う。もと子の『著作集』第二十巻で，もと子の
三女羽仁恵子は，もと子は「［東京府立第一高
等女学校を卒業後］更に二年ほど，キリスト教
主義の明治女学校に学ぶ」（『羽仁もと子著作集』
第二十巻婦人之友社，1963年，372頁）と，在
学期間の曖昧さを残して「解説」を記している。
　明治女学校へのもと子の「憧れ」はいつまで
も残り，その「存在」を峻厳に拒絶させるまで
にはいたらなかったようだ。彼女は巌本の「浮
説」が流れる中でも「明治女学校高等科」と「巌
本善治」に対する憧憬を消せずに，抱き続けた
のだろう 4）。
　こうした巌本の「女性関係の浮説」は同校卒
業生たち，あるいは，その周辺に残存し続け
た。そしてこの「浮説」を通して，彼女たちは
若き日に学んだ明治女学校，また，一世を風靡
した巌本を想起したこともあったようだ。明治
女学校出身者で，新宿中村屋の相馬黒光（1876
年～ 1955年）も，この「浮説」に囚われ続け
た一人であった。彼女はこれを心の底に置いて
彼女の著書『黙移』を1936年に上梓した。こ
れはもと子が『半生を語る』を出版してから8
年後のことである。黒光は綴る。
　私の印象に基いて申しますと，先生［巌
本］は丈高く，血色美しく，うるおいの
ある大きな鮮かな眼が，何かを深く凝視
するような光りを帯びて，いつも静かに
みひら
かれていました。その見事な鬚髯，や
や厚く色あざやかな唇，およそ男性的な
あらゆる美を備えた姿を壇上に運んで，
教えを聴く者の眼に，その強い眼を絶え
ず与えながら語りだされる時，その声が
また実に沈痛なひびきを帯びていました。
私が在学のころ，先生はそういう態度を
もってスペンサーの教育学を講じ，その
ほか講話の時間があって，これはまず普
通の学校でなら校長先生のお修身という
ところで，たいていは無味乾燥にきかれ
てしまうものが，先生の場合は大変な違
いで，みなその時間がくるのを待ち，お
話がすんで講堂を出てくる時は，誰も誰
も眼をかがやかせ，人生のよろこびを深
く感じ，ある時はまた先生の非凡な才気
に全く敬服して，この学校に来たことの
幸福を今更のように強く感じて，うつつ
の如く足を運ぶというふうでした。（中略）
そういう魅力のある先生に対し，魅力の
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乏しい古い世界から出てきている教え子
達は，ただもう一途に憧憬を寄せ，求め
ていた完全なものをここに得たかの如く
に，安心しきって，校内の空気に身も心
も委ねてしまったようなところがありま
す。そしてついに中心人物の失脚となり
ました。こういう複雑な事態の前では，
男性が女性を過ったのか，女性が男性を
過ったのか，事実はどう現われたにせよ，
その真相は，にわかに断じ難いものがあ
ります。（『黙移』，55頁～ 56頁）
　相馬は師匠，巌本の魅力と，同時に人間とし
ての不完全さ，弱さをなるべく冷静に描こうと
している。彼の講話の魅力，外観の美しさ，弱
き世界への支援などが人々の注目を集め，彼へ
の憧憬を高めたと述べている。そしてここに
は，侮蔑や憤怒は余り無く，人間がもつ弱さへ
の同情と「魅力ある存在」が陥りやすい危険性
が描かれるだけである。そしてこれは人間の「醜
さ」「根本悪」を凝視し，抗いつづけた黒光ら
しい「巌本描写」であろう（拙著『闇を照らし
た人々―相馬黒光・山室軍平・石井十次・井
口喜源治論―』新教出版社，1992年，37頁～
42頁）。羽仁も，相馬も，巌本の「風説」に心
を乱されることがあっても，それをもって徹底
して巌本を非難し，彼のすぐれた行実を全面的
に否定するまでには至らなかった。この『半生
を語る』『黙移』は明治女学校の関係者に巌本
の「風説」を思い出させただろうが，それ以外
の人々にまで広がることを禁じる理性的な配慮
をもって認められている。
　巌本の行実を高く評価する神崎清は1939年
に上梓した『女学校ものがたり』（山崎書店）
で，巌本と明治女学校の意義について多くの頁
数をさいて紹介している。その中で，彼は次の
ように記す。「今日でこそ巌本善治の名を知る
人は極めて稀であるが，明治二十年代に於ける
彼の存在は，最も敬虔なクリスチャンとして植
村正久や内村鑑三と肩を並べ，最も活動的な
ジャーナリストとしては徳富蘇峰と勢ひを競
ひ，最も良心的な社会改良家としても島田三郎
や石井十次と列を同じうし，しかも，女子教育
界に於ては，彼に対抗するに足るほどの有力な
人物はない」（255頁）と記述し，巌本が1939
年ごろ，既に「忘れられた人」だとして描いて
いる。それは『半生を語る』『黙移』がこの書
物と同じ頃に出版されても，巌本の「浮説」は
彼ら関係者周辺で語り続けられるだけだったよ
うだ。
　また，巌本を終生支え続けた青柳猛（有美）
の息子，青柳安誠（医師，京都大学名誉教授）
は1955年の毎日放送で「母のこと」を語った
中で次のことを述べている。「明治女学校と申
しましても，今の方々には，てんで，どんな学
校であるかは想像もつかないと思われますが，
島崎藤村の小説『春』の中に出てくる女学校で
ありまして，当時の日本においては，女子に対
して進歩的な高等教育を授けていた日本唯一の
女学校でした。今のヴァイオリニスト巌本真理
さんのお祖父さんの巌本善治先生の，私塾的な
学校でありまして，この学校に関する詳しいこ
とは，やはり母と同じ頃の生徒でありました，
新宿中村屋の老主人相馬黒光女子の『黙移』と
いう著書をお読みになれば，実によく書かれて
おりまして同時に当時における女学生気質とい
うものも如実に知ることができます」（『Petit
忘れえぬ人々』金芳堂，1963年，86頁～ 87頁）
と。明治女学校，また，巌本善治は1955年ご
ろには人々の関心からはるか遠く隔たった処に
あり，その巌本の「浮説」は人口に膾炙するも
のではなかった。
　「浮説」はいつまでも明治女学校関係者の中
沈黙する巌本善治
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に残りつづけるが，巌本は教え子たちの慶弔の
場には，明治女学校を退いた後も出かけていっ
た。「撫象座談」（1936年12月発行）は巌本が『黙
移』の出版記念会に出席したことを告げている。
「頃日相馬黒光ぬしの著「黙移」出版記念会の
末席［塩田良平］を汚せし折ゆくりなく撫象巌
本善治先生に拝俛す」（10頁）と。巌本は如上
の世界に対して沈黙をつづけるが，ただ，教え
子たちの成長・活躍や彼らの悲しみや苦悩を静
かに見まもり，祈りつづけていた。彼は教え子
の墓参もしていたようだ。1938年11月の巌本
あての山室軍平書簡は，山室軍平の妻で，明治
女学校の卒業生，そして日本における初期救世
軍の伝道活動を担い，1916年7月に帰天した
（佐藤）機恵子の墓に参ったことを告げている
（『山室軍平選集』Ⅹ「山室軍平選集」刊行会，
1955年，164頁）。彼が教え子たちにそそぐ慈
愛は変わることも，尽きることもなかった。彼
は真摯に展開した人格主義的，理想主義的な教
育を継続，発展させられなかったが，如上の世
界から退いたのちも，キリストに縋り，赦しを
請い，導かれつつ，彼女たちの日々が祝される
ことを祈り続けていた。
三　おわりに
　巌本が明治女学校を辞任した後は塩田良平に
よると，「明治殖民合資会社，或は帝国製油会
社等実業界の人と」（塩田良平著『近代日本文
学論』，134頁）なったという。津田仙の学農
社（1880年～ 1884年）で農業を学び，経済は
「富を造る道」でなく，「人を造るの道」，道徳
的，教育的意義をもつもの（拙著『巌本善治』
13頁，120頁～ 121頁）だと捉える巌本は実業
界で「人造り」「国家造り」に寄与しようとし
た。そして1942年10月6日，「変節者」「敗徳
漢」とひそかに言われ続けた巌本は帰天した。
告別式は同月8日，巣鴨の自宅で執り行われた。
その日のことを，黒光は次のように記してい
る。「午後［黒光の夫，相馬愛三が］巌本先生
の告別式に参列。有美先生わざわざ大阪より出
京，布川先生柳田泉氏神崎清氏にもお会いした
由」と。また同年12月1日の条は「近藤夫人，
私を気遣つて来訪，フエリス同窓会で木村香芽
子夫人（故駿吉氏夫人）［巌本の妹］に会つた
が，如雲先生［巌本善治］逝去の際，弔問客に
接する人がいないので，夫人が代つて挨拶さ
れた」（相馬黒光著『滴水録』相馬安雄，1956
年，280頁～ 281頁，287頁）と。近代西欧精
神（＝キリスト教）の受容と応用をもって理想
的な人格教育を明治社会で誠実に，果敢に展開
した「スーパースター巌本」の葬儀は自らの役
割を果たして去ったのち，キリストに縋って祈
り，沈黙して生きた倫理的骨格の堅固な人物ら
しい細やかなものであった。
註
1）北村透谷は1893年1月に島崎藤村に代わって明
治女学校に就任した。そして1893年10月はま
だ透谷が同校で勤務していることが伝えられる
が，同年12月31日付けの同校「教員名簿」には，
透谷の名は既になかったと，「北村透谷年譜」は
記す。（『透谷全集』第三巻岩波書店，1955年，
617頁～ 623頁。）
2）巌本善治の葬儀が1942年10月8日，東京巣鴨
の巌本の自宅で執り行われた際，その葬儀に，
柳田泉も参列したことが相馬黒光の『滴水録』
（281頁）に記されている。柳田が巌本に大きな
関心を示していたことが分かる。
3）巌本は1887年3月に明治女学校教頭に就任し，
1892年に木村熊二校長に代わって校長となっ
た。
4）夫羽仁吉一ともと子の雑誌「家庭之友」は内外
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出版協会から1903年4月3日に創刊された。こ
の雑誌の創刊前日に誕生した長女羽仁説子の名
づけ親は巌本善治であり，また，「家庭之友」創
刊号に善治（「如何にして家族的交際を盛んな
らしむべき乎」其一），長女巌本清子（「少女日
記」）が文章を寄せている。もと子がいかに巌本
善治を尊敬し，師と考えていたかがここによく
示されている。（「家庭之友」第一巻第一号内外
出版協会，1903年，4頁～ 5頁，23頁～ 26頁。
「家庭の友」第一巻第二号内外出版協会，1903
年，67頁。拙稿「羽仁もと子，吉一論―家庭
と子どもと婦人―」（『大正デモクラシー・天皇
制・キリスト教』所収）新教出版社，2001年，
218頁～ 219頁。羽仁説子著『羽仁説子の本』
Ⅳ草土文化，1980年，27頁。）
